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約８割

今後10年間
（2025～2034年）

累計 1,280億円

今後４0年間
（2025～20６4年） 累計 5,806億円

これまでの取組を踏まえた今後の学校再編の在り方について

47,188人

23,296人

12,876人

20,928人

11,377人

6,166人

68,116人

34,673人

19,042人

2024年

2054年

1983年

今後30年間で 約半数減 �

中学生
▼

合計
▼

小学生
▼

※ピーク時

３ 学校規模の現状と将来推計

４ 学校施設の状況

５ これまでの学校再編の取組

９ 義務教育学校の特色

・９年間の学びをつないだ柔軟な教育課程の編成

・独自教科（鞆学、ＳＯＳＥＩ学）における探究学習

・前期・後期課程の教員相互の学び合いによる授業の質の向上

６ 特別な支援が必要な児童生徒の状況

８ コミュニティ・スクール

・2022年度から導入開始、2026年度までにすべての学校・中学校区に

導入予定（2025年度現在：43校）

７ 教師の現状

・臨時的任用職員の不足 ・教員採用選考試験の倍率の低下

2024年

2054年

小学校 （適正規模 ２～３学級）

少子化の

進行

中学校 （適正規模 ３～４学級）

38％

２８％
▼ 10ポイント減 �

47％

３３％
▼ 14ポイント減 �

学校の

小規模化の

進行

【建築経過年数別棟数】 【長期整備コスト】

※過去10年間（2015～2024年） 538億円（実績）

・学校再編の取組と合わせ、こどもたちが自分に合った学びを選択できるよう、

校内外フリースクールなど多様な学びの場の充実に引き続き取り組むことが必要

・これまでの学校再編の成果から、学校教育には、こどもが多様な

人間関係の中での学び合い、育ち合うことのできる環境が必要

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的推進のためにも、

一定の集団規模が必要

・情報発信

・通学手段の確保

・保護者や地域住民との充分な意見交換

・将来を見据えた再編計画

１ 学校再編の必要性

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

学び

■ コミュニティ・スクールがめざす姿

これからの学校運営は、学校と家庭・地域がこどもを真ん中に目標を

共有し、それぞれの役割のもと責任を果たしていくことが重要

■ 企業との協働

企業の参画も促し、こどもたちが多様な価値観や生き方に触れる機会の

創出やキャリア形成につながることを期待

■ 情報発信・情報共有

学校だよりなどを通して、地域住民が学校を知ること・理解する

ことで、学校運営に関わる人の輪を広げていくことが必要

■ 教育委員会の役割

コミュニティ・スクール導入・効果的な運営には、教育委員会の

伴走支援が必要

学校と家庭・地域、企業等が協働した学校運営の在り方について

１ コミュニティ･スクールの取組を通じた「地域とともにある学校づくり」

➡ 一定の集団規模の確保

４ 多様な学びの場の充実

➡ 学校再編の単位

２ 義務教育学校の整備の推進

・義務教育学校の特色・本市の義務教育学校の取組を踏まえる中で

学校再編の一つの選択肢として、義務教育学校の整備の可能性を検討

・再編後の学校規模、既存施設の老朽度、敷地面積、地域バランスなどを

総合的に勘案し、優先順位をつけ、整備を推進

【適正規模の基準】

義務教育学校：１８～２７学級（各学年２～３学級）

■ 考え方

【適正規模の基準】

小学校：１２～１８学級（各学年２～３学級）

中学校： ９～１２学級（各学年３～４学級）

※現基本方針どおり

－すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現に向けて－福山市がめざす学びを実現する学校教育環境の在り方について（答申）
福山市学校教育環境検討委員会

２ ０ ２ ５ 年 （ 令 和 ７ 年 ） ９ 月
概要版

福山市立小・中・義務教育学校の現状と課題

※直近10年間 （2015～2024年）の児童生徒数

＊ 保護者・地域の理解を深めることの難しさ

＊ 施設整備に係る期間や予算の大きさ

＊ スクールバスの増加

 一定の集団規模の確保による主体的・対話的で深い学び

…多様な人間関係を通じたこどもたちに必要な力の育成

 教育内容の充実

…多彩な地域資源を活用した探究学習

 教職員配置や部活動の充実

 学校施設の新設・改修による教育環境の向上

 多様な学びの場の整備・充実

【成果】

【課題】

▶

▶

施設の

老朽化

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 ・ 教育環境の向上と老朽化対策の一体的整備

・適正規模を超えるとき … 当該校区を分割して整備することを検討

適正規模に満たないとき … 学校の実状や地理的条件を勘案し検討

※状況によっては、現中学校区の見直しも含め検討

３ 学校再編を進めるにあたり考慮すべきこと

・現中学校区単位を基本

２ コミュニティ･スクールの取組を推進するにあたり考慮すべきこと

■ 一定の集団規模の必要性

➡ イエナプラン教育校や特認校などの特色ある取組の推進と情報発信

※他の学校がその取組から学び、自校に活かすことを期待

➡ 過小規模校(*)の解消

・複式学級の解消等のため、小学校同士、中学校同士の学校再編の

取組が必要

(*) 過小規模校 小学校：１～５学級

中学校：１～３学級かつすべての学級で１学級あたりの人数が１９人以下

生活 共創

安全 環境

【特別支援学級】2.1倍 � 【不登校】3.3倍 � 【外国人】2.1倍 �

１ 福山市のめざす教育

学びをつくる教職員研修主体的・対話的で深い学び

元気・笑顔で学び続ける教職員 多様な学びの場の充実

こどもの学びを支える教育環境の整備

『福山みらい創造ビジョン』

『第三次
福山市教育振興基本計画』

未来に夢や希望を持ち、自ら学び育っている

・よりよい社会を創るために自ら主体的に考え行動できること

・ふるさとに愛着と誇りを持ち、様々な世界で活躍すること

市

教委

（鞆の浦学園）（想青学園）

■ 柔軟で創造的な教育活動が展開できる学習空間の整備

・多様な学習を展開できる教室空間や多目的スペース など

■ 多様な学習者の視点での空間づくり

・不登校、通級指導、特別支援、外国人児童生徒を

受け止める空間

■ インクルーシブな学校施設の整備

・教室の配置や設備・備品を工夫

■ 教員が生き生きと働ける環境整備

・教員同士のコミュニケーションスペース

■ 体育館や未設置となっている特別教室への

空調整備

■ トイレの洋式化・乾式化の更なる推進

■ 屋外の環境整備

・日除けシェードなど暑さをしのげる空間

■ 家庭・地域・企業との共創空間の整備

・コミュニティ･スクールを推進するために

活動・交流する部屋

■ 交流館や就学前施設等の他の公共施設との

複合化

■ セキュリティやプライバシーへの配慮

・学校のオープン化と安全性の確保、

更衣室の整備など

■ 環境配慮型の施設整備への取組

・省エネルギー化や

再生可能エネルギーの導入など

築21～40年

築20年以下

（参考） 学校数 ： 小学校 ６９校 中学校 ３０校 義務教育学校 ２校

諮問➊

諮問➋

諮問➌

２ 児童生徒数の現状と将来推計

・再編校 10校を開校 ・イエナプラン教育校・特認校の創設

「学校が楽しい」

「授業で分かった・できたと

実感することがよくある」

と回答した

児童生徒の

割合

９割以上

再編校

アンケート


